
色とりどりの花々も春のメロディーを奏で、子ども達の入園を祝福しているかのような４月１２

日、泉南市立幼稚園（９園）で一斉に入園式が行われました。今年は、５２２人の新入園児が入園

し新しい一歩を踏み出しました。

東幼稚園でも２名の園児達が、希望に胸をふくらませ、元気いっぱいに入園してきました。何も

かもが新しく、初めての経験で、少し緊張している様子も伺えましたが、園児達のキラキラした目

の輝きが、とても印象的でした。

これから始まる、各幼稚園の生活ではそれぞれの個性を咲かせ、かけがえのない存在となってい

くことでしょう。 （４月１２日）
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新たな一歩



３

火
災
出
動
件
数
は
三
十
二
件
で
前
年
の

十
九
件
に
比
べ
て
大
幅
に
十
三
件
の
増
加

と
な
り
、
比
例
す
る
よ
う
に
損
害
額
に
お

い
て
も
一
、
六
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
前

年
十
二
件
か
ら
三
件
増
加
し
、
十
五
件
と

全
体
の
半
数
を
占
め
て
お
り
、
出
火
原
因

で
は
火
遊
び
が
五
件
と
増
加
し
て
い
ま

す
。（
表
１
・
火
災
概
況
）

救
急
出
場
件
数
は
前
年
（
前
年
時
も
最

多
出
場
件
数
を
更
新
）
と
比
べ
て
一
六
八

件
増
加
し
、
二
、
五
一
〇
件
と
引
き
続
き

最
多
出
動
件
数
を
更
新
し
ま
し
た
。ま
た
、

出
場
件
数
を
一
年
を
通
じ
て
平
均
す
る

と
、
一
日
あ
た
り
約
六
・
九
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
搬
送
人
員
の
年
齢
別
で
は
、
高

齢
者
が
全
体
の
約
四
割
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。（
表
２
・
救
急
概
況
）

救
助
出
動
件
数
は
四
十
六
件
で
前
年
に

比
べ
若
干
増
加
し
、救
助
活
動
件
数
で
は
、

交
通
事
故
が
依
然
と
二
十
二
件
で
ト
ッ
プ

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
・
救
助
概
況
）

平成１６年泉南市消防白書がまとまりました
泉南市消防本部は昨年（平成１６年１月１日から１２月３１日）１年間に発生した火災・救急・救助

の概況をまとめました。その概要をお知らせします。▼問合せ＝泉南市消防本部祕０１１９

表1・火災概況 
①Ｈ16 ②Ｈ15 増減①－② 
32 △13
15 △3

12 △2
29,435 △16,132

3 △1
1 △1
13 △8

3 △2
3 0

2 ▼3

3 ▼1

0 ▼1

3 0

5

19
12

10
13,303

2
0
5

1
3

5

4

1

3

3 △2

表2・救急概況 
①Ｈ16 ②Ｈ15 増減①－② 

30 ▼9

29 △10
20 ▼2

6 △7

2 ▼2

13 △4
390 △80

337 0

214 △37

1 △1

2,510 △168
2,443 △190

1,468

41

19
22

13

4

9
310

337

177

0

2,342
2,253

1,410 △58

表3・救助概況 
①Ｈ16 ②Ｈ15 増減①－② 

8 △8

0 0

4 △1

3 △2

8 △6

22 △7

1 0

46 △3
9 ▼3
15

0

0

3

1

2

5

1

43
12
12 △3

１、家のまわりに燃えやすいものを　

置かない。

２、寝たばこやたばこの投げ捨ては

しない。

３、天ぷらを揚げるときは、その場

を離れない。

４、風の強い時は、たき火をしない。

５、子どもには、マッチやライター

で遊ばせない。

６、電気器具は正しく使い、たこ足

配線はしない。

７、ストーブには、燃えやすいもの

を近づけない。

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□新たな一歩 …1

□消防庁舎耐震

改修工事完了　　　　 …2

□平成１６年消防白書 …3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ…22～23

□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（３月末現在）
人　口‥‥‥65,820人
男‥‥‥‥32,055人
女‥‥‥‥33,765人

世帯数‥‥‥23,850世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

平成９年泉南市既存建築物耐震改修促進実施計画から順次、耐震診

断、基本計画、実施設計、耐震改修工事と進み完了となりました。

数年後に東南海・南海地震等の発生が予想されており、災害対策の

拠点として整備を行ったものです。

蜻庁舎全体としては火の見櫓
ひのみやぐら

がな　
くなりその上にあった無線塔も　
地上に移設されました。

自家発電・変電設備も消防庁舎蜷

全体を維持できる規模に拡張。

蜻車庫内には車両排ガス排煙　

設備も設置。

蜻消防庁舎全てに施されている耐

震柱が顕在化している事務室。

入口スロープの角度も緩やかに改蜷

善されました。



た
・
・
・
楽
し
く
心
う
き
う
き
と

ち
・
・
・
力
を
あ
わ
せ
て
一
年
間

つ
・
・
・
つ
ど
う
仲
間
と

て
・
・
・
手
と
手
を
取
り
合
っ
て

と
・
・
・
共
に
取
り
組
む

「
た
ち
つ
て
と
広
場
」
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
異
年
齢
や
他
校
生

と
の
交
流
等
の
場
で
す
。
今
年
は

「
い
い
と
こ
泉
南
　
再
発
見
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。
▼
と

き
＝
六
月
四
日
〜
十
二
月
三
日
ま

で
の
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
前
十

時
〜
午
後
四
時
、
全
七
回
（
時
間

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
他
（
集

合
・
解
散
は
樽
井
公
民
館
）
▼
内

容
＝
ほ
た
る
の
夕
べ
、
里
山
体
験
、

キ
ャ
ン
プ
、
旬
を
味
わ
お
う
、
知

っ
て
る
？
エ
コ
ロ
ジ
ー
他
▼
対

象
＝
小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生

▼
参
加
費
＝
一
〇
、
〇
〇
〇
円

（
全
回
分
）
▼
定
員
＝
三
十
人

（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
定
員
を

超
え
た
場
合
は
そ
の
場
で
抽
選
し

ま
す
。
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五

月
十
四
日
貍
午
前
十
時
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
樽
井
公
民
館
へ

小
・
中
学
生
の
時
に
体
験
し
た

事
を
、
今
度
は
あ
な
た
方
が
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
六
月
〜
十
二
月
ま

で
の
毎
月
第
一
土
曜
日
、
午
前
十

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
他
（
活
動
内
容
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
）
▼
対
象
＝
新
高
校

一
年
生
〜
三
年
生
▼
内
容
＝
た
ち

つ
て
と
広
場
の
子
ど
も
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

▼
職
種
＝
公
民
館
の
社
会
教
育
従

事
職
員
▼
資
格
＝
▽
昭
和
二
十
二

年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
一
年
四

月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
▽
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
運
転
の

で
き
る
方
▽
社
会
教
育
に
熱
意
と

関
心
が
あ
る
方
▽
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
方
▽
高
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
方
▼
定

員
＝
一
名
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・

面
接
試
験
▼
試
験
日
＝
六
月
十
八

日
貍
▼
採
用
予
定
日
＝
七
月
一
日

貊
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
五
月
二

十
一
日
貍
〜
樽
井
公
民
館
で
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
一
日
貉
〜

六
月
八
日
貉
午
後
五
時
ま
で
に
樽

井
公
民
館
へ

小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
『
た
ち
つ
て

と
広
場
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
好
き
な
方
、
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
六
月
〜
十
二
月
ま
で
の

第
一
土
曜
日
の
子
ど
も
と
の
活
動

日
や
会
議
な
ど
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
（
高
校
生
は
不
可
、
現

在
は
十
代
〜
六
十
代
の
方
が
活
動

中
）
▼
そ
の
他
＝
初
め
て
の
方
に

は
研
修
等
も
あ
り
ま
す
。
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

体
験
・
見
学
大
歓
迎
！
今
年
度

は
夕
鶴
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
第
二
・
第
四
土
曜
日
、

午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
▼
対
象
＝
小
学
校
四
年

生
か
ら
大
人
▼
定
員
＝
三
十
名
程

度
▼
参
加
費
＝
無
料
（
但
し
テ
キ

ス
ト
代
・
公
演
発
表
等
の
実
費
が

必
要
な
場
合
有
り
）
▼
内
容
＝
演

劇
を
講
座
生
で
作
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
ク
ラ
ブ
化
を
目
指
し
て
現

在
活
動
中
。
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
講
座
開
講
日
に
樽
井
公
民
館

ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広
く
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
っ

て
、
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋

で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝
五

月
二
十
七
日
貊
、
六
月
二
十
四
日

貊
、
七
月
二
十
二
日
貊
※
時
間
は

全
て
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
、
大
会
議
室

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
す

こ
や
か
新
聞
を
お
配
り
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山
の
お

友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
二
日
笆
十
九

日
笳
六
月
九
日
笘
十
六
日
笙
七
月

十
四
日
笞
二
十
一
日
の
木
曜
日
※

時
間
は
全
て
午
前
十
時
〜
十
一
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笳
笙
樽
井
公
民

館
笆
笘
笞
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝

笊
笆
親
子
で
楽
し
く
リ
ズ
ム
体
操

笳
笘
風
船
遊
び
を
し
よ
う
笙
笞
大

き
な
紙
に
水
の
り
で
絵
を
か
こ
う

▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
（
た

だ
し
、
笳
笘
の
み
材
料
費
実
費
一

〇
〇
円
程
度
が
必
要
）
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

５

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
ttarui

た
ち
つ
て
と
広
場

広
場
生
を
募
集

ttarui

平
成
十
七
年
度
演
劇

講
座
・
講
座
生
募
集
ttarui

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ttarui

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

ttarui

た
ち
つ
て
と
広
場

高
校
生
ク
ラ
ブ
募
集
ttarui

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

ttarui

この広告についてのお問い合せ先（株）ジェイシーアイ　　電話　０６－６５６９－１６１６

中
学
生
学
習
相
談
会
に
参
加
す

る
中
学
生
を
募
集
中
。
▼
と
き
＝

五
月
二
十
日
貊
か
ら
の
毎
週
金
曜

日
午
後
六
時
〜
七
時
半
（
数

学
）
・
土
曜
日
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
（
英
語
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英

語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学

生
▼
定
員
＝
各
学
年
・
各
教
科
二

十
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
無
料
（
保
険
加
入
希
望

の
場
合
は
五
〇
〇
円
必
要
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
二
日
貅

必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
又
は
、

E
メ
ー
ル
で
、
学
習
相
談
会
参
加

希
望
科
目
、
参
加
者
・
保
護
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学

生
を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相
談

会
の
講
師
を
募
集
中
▼
募
集
科

目
＝
英
語
・
数
学
▼
と
き
＝
毎
週

金
曜
日
の
午
後
六
時
〜
七
時
半
・

土
曜
日
の
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
対
象
＝
大
学
・
短
大
生
・
専
門

学
校
生
▼
募
集
人
数
＝
若
干
名
▼

提
出
書
類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
五
月
二
十
一
日
貍
〜
六

月
十
一
日
貍
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

午
後
一
時
〜
三
時
（
全
四
回
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生

▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
三

日
貊
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か

E
メ
ー
ル
に
、
ビ
ー
ズ
教
室
参
加

希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

日
本
語
教
室
に
参
加
す
る
青
少

年
を
募
集
中
。
▼
と
き
＝
五
月
十

八
日
貉
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
の
午

後
四
時
半
〜
五
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
小
学

生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対
象
＝
市

内
在
住
で
以
前
外
国
に
暮
ら
し
て

い
た
青
少
年
及
び
外
国
人
の
子
ど

も
※
い
ず
れ
も
中
学
生
ま
で
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
五
月
十
六
日
豺

午
後
三
時
四
十
五
分
〜
四
時
半
笆

二
十
一
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四

十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
笊
た
い
こ
の
ひ
み

つ
・
と
り
の
み
じ
い
他
笆
ず
ー
っ

と
ず
ー
っ
と
だ
い
す
き
だ
よ
・
さ

っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
て
他
▼
対

象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
。
▼
と

き
＝
五
月
二
十
一
日
貍
午
前
十
時

四
十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
朗
読
講
座
（
詩
）
▼
講
師
＝

石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ

さ
ん
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど

を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝

二
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察

会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。
野
鳥
の

観
察
を
通
し
て
、
身
近
な
自
然
を

体
感
し
、
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
五
月
十
四
日

貍
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
の
森
▼
対
象
＝
小
・
中
学

生
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

E
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

中
学
生
学
習
相
談
会

の
講
師
を
募
集

sseishonen

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

山
で
み
ら
れ
る

野
鳥
の
観
察

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

進
路
を
考
え
よ
う

中
学
生
学
習
相
談
会
sseishonen

は
じ
め
て
の

ビ
ー
ズ
教
室

sseishonen

この広告についてのお問い合せ先（株）ジェイシーアイ　　電話　０６－６５６９－１６１６

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
左
記
講
座
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
六
月
四
日
貍

か
ら
十
一
月
末
（
土
曜
日
十
回
、

平
日
五
回
）
笆
七
月
二
十
日
か
ら

十
月
中
旬
の
水
曜
日
（
全
十
一
回
）

▼
と
こ
ろ
＝
笊
難
波
笆
谷
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊
ヘ
ル
パ
ー

二
級
通
信
講
座
笆
調
理
師
資
格
取

得
講
座
▼
受
講
料
＝
笊
三
〇
、
〇

〇
〇
円
笆
八
、
〇
〇
〇
円
（
教
材

費
含
む
）
▼
定
員
＝
笊
二
十
名
笆

三
十
名
（
笆
は
二
年
以
上
の
実
務

経
験
が
必
要
）
▼
対
象
＝
母
子
家

庭
の
母
及
び
寡
婦
▼
保
育
対
象
＝

二
歳
か
ら
就
学
前
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
受
付
期
間
＝
笊
五
月

七
日
貍
ま
で
笆
六
月
二
十
日
豺
ま

で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

志
望
動
機
、
保
育
の
有
無
を
記
入

の
上
〒
五
四
〇
・
〇
〇
一
二
大
阪

市
中
央
区
谷
町
五
・
四
・
十
三
谷

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
薀

０
６
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５

市
で
は
、「
泉
南
市
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、
市
長

か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
保
険
給
付

の
内
容
変
更
や
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
方
式
な
ど
、
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
で

す
。
こ
の
た
び
、
泉
南
市
国
民
健

康
保
険
条
例
に
定
め
る
被
保
険
者

代
表
委
員
を
、
次
の
と
お
り
一
般

公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
次
の
各
号
笊
か
ら

笙
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。
笊

市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と
。
笆
任
期
初
日
に
満
二

十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。
笳
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
。
笘
平
日
の
昼
間
の
会
議
に
出

席
で
き
る
こ
と
。
笙
市
の
他
の
委

員
会
、
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い

こ
と
。
▼
公
募
人
数
＝
二
人
▼
任

期
＝
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら

二
年
間
▼
応
募
方
法
＝
五
月
十
八

日
貉
必
着
ま
で
に
小
論
文
（
テ
ー

マ：

「
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

Ａ
４
サ
イ
ズ
で
八
〇
〇
字
程
度
・

様
式
不
問
）
と
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
性
別
、
職

業
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
記
号
番
号
を
添
付
し
て
、
国
保

年
金
課
に
持
参
、
ま
た
は
郵
送
に

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
な
お
、

申
込
書
・
小
論
文
は
選
考
結
果
に

か
か
わ
ら
ず
返
還
い
た
し
ま
せ

ん
。
▼
そ
の
他
＝
年
三
回
程
度
会

議
を
開
催
、
報
酬
有
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
健
康
福
祉

部
国
保
年
金
課
へ

▼
資
格
＝
昭
和
四
十
五
年
四
月
二

日
〜
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
方
で
、
一
〇
〇
誡
を
ク

ロ
ー
ル
で
二
分
以
内
に
泳
げ
る
方

▼
勤
務
日
＝
水
曜
日
か
ら
日
曜
日

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後

二
時
・
午
後
二
時
〜
八
時
を
隔
週

で
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
▼
定

員
＝
若
干
名
▼
試
験
日
＝
五
月
下

旬
（
予
定
）
▼
試
験
内
容
＝
泳
力

検
査
及
び
面
接
▼
任
用
予
定
日
＝

六
月
初
旬
▼
申
込
み
＝
五
月
一
日

豸
〜
二
十
二
日
豸
の
開
館
日
に
温

水
プ
ー
ル
所
定
（
五
月
一
日
豸
設

置
）
の
申
込
用
紙
を
温
水
プ
ー
ル

へ
▼
問
合
せ
＝
サ
ン
エ
ス
温
水
プ

ー
ル
薀
祚
２
６
２
７

次
の
仕
事
を
お
受
け
し
ま
す
。

会
員
募
集
中
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
在
住
で
、
働
く

意
欲
の
あ
る
六
十
歳
以
上
の
方
▼

年
会
費
＝
一
、
〇
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
月
一
回
入
会
説
明
会
を
実
施

▼
問
合
せ
＝
譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
薀
祟
８
６
６
１

歴
史
倶
楽
部
で
は
、
年
間
の
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
歴
史
を
学
び
、

現
地
見
学
会
や
博
物
館
で
の
講
義

を
通
じ
て
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
▼
と
き
＝
五
月
十
一
日

貉
午
後
二
時
※
年
間
予
定
の
説
明

会
。
参
加
希
望
者
は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
と
こ
ろ
＝
古
代

史
博
物
館
▼
費
用
＝
保
険
代
、
案

内
送
料
な
ど
の
年
間
参
加
費
（
一

人
に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
円
）
の
他
、

見
学
会
の
交
通
費
等
は
各
自
負

担
。
ま
た
、
見
学
会
・
講
座
の
資

料
代
（
各
回
一
〇
〇
円
）
が
別
途

必
要
で
す
。
▼
定
員
＝
二
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
二
日
貅
〜

十
八
日
貉
（
十
五
日
豸
を
除
く
）

の
間
に
、
説
明
会
で
お
渡
し
す
る

申
込
書
で
、
古
代
史
博
物
館
へ

古
代
史
博
物
館
で
は
、
博
物
館

の
展
示
解
説
や
イ
ベ
ン
ト
の
補
助

を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
五
月
〜
十
一
月
の
間
に
十

一
講
座
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物

館
▼
募
集
期
間
＝
五
月
十
三
日
貊

〜
二
十
日
貊
※
十
五
日
豸
を
除
く

▼
募
集
人
数
＝
十
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
説
明
会
＝
五
月
十

二
日
貅
午
後
二
時
、
参
加
希
望
者

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
▼

応
募
条
件
＝
▽
満
二
十
歳
以
上
の

健
康
な
方
で
、
一
ヶ
月
に
二
回
以

上
活
動
可
能
な
方
▽
今
年
度
の
講

座
に
八
回
以
上
出
席
可
能
な
方

（
講
座
は
主
に
平
日
に
お
こ
な
い

ま
す
）

▼
費
用
＝
講
座
に
か
か

る
保
険
代
、
交
通
費
、
食
費
等
は

全
て
自
己
負
担
▼
そ
の
他
＝
今
年

度
の
養
成
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方

を
、
来
年
度
か
ら
登
録
・
活
動
し

て
頂
き
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
古
代

史
博
物
館

平
成
十
五
年
度
に
市
内
で
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
ご
紹

介
。
ホ
ン
モ
ノ
の
土
器
に
ふ
れ
て

頂
け
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
四
日
貍
〜
七
月

二
十
九
日
貊
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史

博
物
館
▼
入
館
料
＝
無
料
▼
開
館

時
間
＝
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

半
▼
休
館
日
＝
土
・
日
・
祝
日

（
た
だ
し
第
二
・
四
土
曜
日
は
開

館
）
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館

７

就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
募
集

国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
の
募
集

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
イ
ベ
ン
ト
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

歴
史
倶
楽
部
参
加
者
募
集

サ
ン
エ
ス
温
水

プ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
募
集

み
て
・
ふ
れ
て
・

せ
ん
な
ん
の
遺
跡
展

軽作業 

施設 
管理 

事務 

園芸 
修理 
修繕 
家事 

清掃、除草、ビラ配り、各種屋内外作業、 

大工仕事、波板張替、網戸障子等張替、 
ペンキ塗り、その他小修理 

公園・テニスコート・自転車置き場等の管理 

一般事務、宛名書き、毛筆賞状書き 
庭木の剪定・消毒、施肥、庭の清掃 

家事手伝い、留守番、洗濯、その他家事  

その他軽作業 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
遊

び
を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
で
友
達

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
六
月
一
日
〜
七
月
六
日
の
毎

週
水
曜
日
（
全
六
回
）
時
間
は
全

て
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
と
こ

ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ

だ
ま
り
』
▼
対
象
＝
平
成
十
四
年

四
月
二
日
〜
平
成
十
五
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
▼
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
リ

ト
ミ
ッ
ク
・
新
聞
で
遊
ぼ
う
・
散

歩
・
小
麦
粉
粘
土
・
保
護
者
の
交

流
・
身
体
計
測
・
お
や
つ
の
時
間

等
▼
参
加
費
＝
無
料
（
お
や
つ
代

等
は
各
自
負
担
）
▼
定
員
＝
十
五

組
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
二
十
三
日

豺
ま
で
に
、
電
話
で
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
薀
祚
３
３
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
だ

ま
り
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
前
で
遊

び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
笊
五
月
十
三
日
貊
笆
二
十
日

貊
※
い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝

笊
牧
野
公
園
（
駐
車
場
無
）
笆
り

ん
く
う
南
浜
公
園
（
駐
車
場
有
）

▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
内
容
＝
歌
・
手
遊

び
・
大
型
紙
芝
居
・
親
子
で
の
遊

び
等
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

親
子
で
楽
し
い
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
？
▼
と
き
＝
五
月
二
十
一
日

貍
午
前
九
時
〜
（
雨
天
の
場
合
は
、

五
月
二
十
八
日
貍
に
順
延
）▼
と

こ
ろ
＝
俵
池
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
定

員
＝
親
子
で
五
十
組
（
先
着
順
）

※
子
ど
も
は
小
学
生
以
下
▼
参
加

費
＝
大
人
五
〇
〇
円
、
子
ど
も
一

〇
〇
円
▼
試
合
方
法
＝
親
子
ベ
ア

マ
ッ
チ
で
二
ラ
ウ
ン
ド
（
十
六
ホ

ー
ル
）▼
主
催
＝
泉
南
市
体
育
指

導
委
員
協
議
会
・（
財
）
ラ
イ
フ
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
五
月
三
日
豢
〜
十
五
日
豸

（
但
し
五
月
六
日
貊
・
七
日
貍
・
十

日
貂
・
十
一
日
貉
・
十
二
日
貅
と
九

日
豺
午
後
を
除
く
）
の
間
に
、
市

民
体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ

人
形
劇
団
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
よ
る

楽
し
い
人
形
劇
や
影
絵
で
す
。
▼

と
き
＝
五
月
二
十
一
日
貍
笊
午
前

十
一
時
〜
正
午
笆
午
後
二
時
〜
三

時
（
入
場
は
開
始
前
の
十
五
分
間

だ
け
で
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
展
示
室
▼
内
容
＝
笊
笆
と
も

三
枚
の
お
札
・
親
指
姫
他
▼
対

象
＝
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
程
度

ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
笊
笆
と
も
子
ど
も
一
一
〇

名
・
保
護
者
三
十
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

五
月
七
日
貍
午
前
十
時
か
ら
図
書

館
へ
来
館
の
上
、
お
申
込
く
だ
さ

い
。
※
電
話
で
の
申
込
み
は
不
可

楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
達

に
紹
介
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
も

ご
一
緒
に
！
▼
と
き
＝
五
月
十
四

日
貍
午
後
二
時
半
〜
三
十
分
程
度

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚

室
▼
対
象
＝
四
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
先
着

四
十
人
（
途
中
で
の
出
入
り
は
不

可
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、
四
土
曜
日
の
午
後
二

時
半
〜
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に

お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝
居
（
〇

歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
不
要
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝

笊
笆
六
月
七
日
貂
笳
笘
六
月
二
十

一
日
貂
笙
五
月
十
日
貂
・
二
十
四

日
貂
・
六
月
十
四
日
貂
・
二
十
八

日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡
先
＝
笊
信

達
保
育
所
祟
４
６
４
２
笆
樽
井
保

育
所
祗
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所
祚

２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
祟

４
０
４
１
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴

滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
祚
３
３
７
１
▼
開
放
時
間
＝

い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線

二
八
一
）

絵
本
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
絵
本
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
五
月
二
十
七
日

貊
笆
六
月
十
七
日
貊
笳
七
月
一
日

貊
の
午
前
十
時
か
ら
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
内

容
＝
笊
絵
本
の
お
も
し
ろ
さ
笆
一

冊
の
絵
本
を
詳
し
く
読
む
笳
親
子

で
読
む
絵
本
・
集
団
で
読
む
絵
本

▼
講
師
＝
三
宅
興
子

み
や
け
お
き
こ

さ
ん
（
梅
花

女
子
大
学
大
学
院
教
授
）
▼
対

象
＝
大
人
▼
参
加
費
＝
無
料
（
入

場
整
理
券
が
必
要
）
▼
主
催
＝
泉

南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
九
日
豺
か

ら
泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

事
務
局
へ
薀
・
蕭
礇
７
４
２
６

６

の
び
っ
子
教
室

（
二
〜
三
歳
向
け
）

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

親
子
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
募
集

絵
本
の
講
座
を

開
催
し
ま
す

図
書
館

こ
ど
も
ま
つ
り

この広告についてのお問い合せ先（株）ジェイシーアイ　　電話　０６－６５６９－１６１６

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。
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※一般会計（歳入予算）【図１】

※一般会計（歳出予算）【図2】

※市債現在高のグラフ（市債総額　241億4,953万円）

※【図1】の歳入予算額綏と収入済額絽との項目別グラフ

※【図2】の歳出予算額綛と支出済額綺との項目別グラフ

※主な特別会計（収入済額と支出済額）

一般会計予算現額２２８億２，１４１万円の内歳入予算の収入済額は１４７億４８１万

円です。また、歳出予算の支出済額は１３３億３，６５７万円となっています。

（平成１７年２月末現在）

市
有
財
産

笊土地開発基金　4億8,451万円

笆教育振興育英奨学基金 1,115万円

笳公債費管理基金　527万円

笘公共施設整備基金　9億952万円

笙高額療養費貸付基金　300万円

笞緑化基金　2億4,253万円

笵ふるさと創生事業推進基金　1億74万円

笨地域福祉基金　3億7,759万円

笶汚水処理施設管理基金　3,498万円

筐医療施設整備基金　1,104万円

筺介護保険給付費準備基金　1億6,858万円

笄農用地整備基金　1,185万円

基
　
　
金

基金合計額　２３億６，０７６万円

平成１６年度予算執行状況報告 ▼問合せ＝財政課（内線３０８）

公有財産　

９３２，８００.６３㎡

土地

７５２，７６９.８６㎡

建物

１８０，０３０.７７㎡

歳入予算額 

２２８億２，１４１万円 

Ａ 収入済額 

１４７億４８１万円 
Ｂ 

(　　)内は、収入済額 

29億8.485万円 
(17億3,702万円)

88億1,944万円 
(82億627万円)

22億3,585万円 
(20億2,389万円)

12億436万円 
(6億5,000円)

8億4,549万円 
(3億7,137万円)

27億6,182万円 
(16億2,856万円)

39億6,960万円 
　(8,770万円)

市税 

市債 

国庫支出金 

地方交付税 

府支出金 

その他 

繰入金 

歳出予算額 

２２８億２，１４１万円 

Ｃ 

支出済額 

１３３億３，６５７万円 

Ｄ 

その他 

消防費 

衛生費 

総務費 

教育費 

公債費 

土木費 

民生費 69億167万円 
(50億2,455万円)

37億6,026万円 
(9億3,246万円)
36億4,849万円 
(8億2,843万円)

21億6,468万円 
(18億6,242万円)
20億4,531万円 
(15億352万円)

17億6,022万円 
(13億7,311万円)

11億1,003万円 
(8億4,020万円)
14億3,075万円 
(9億7188万円)

(　　)内は、支出済額 

土木債 

94億2,973万円 

その他 

53億7,960万円 

28億2,497万円 

教育債 

総務債 

42億2,357万円 

農林水産債 14億756万円 
衛生債 4億6,577万円 

民生債 2億1,726万円 消防債 1億9,246万円 
災害復旧債 861万円 

収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

39億8,096万円 
52億7,365万円 
39億3,295万円 
42億7,746万円 

10億9,187万円 
3億1,985万円 

1,636万円 
1,241万円 

22億7,119万円 
17億2,416万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

消
費
者
が
安
全
で
安
心
で
き
る

社
会
の
実
現
に
は
、
消
費
者
自
身

も
自
立
し
合
理
的
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日
貅
午
後

一
時
半
か
ら
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修
室
▼
定

員
＝
四
十
名
▼
テ
ー
マ
＝
相
続
と

税
金
▼
講
師
＝
大
阪
弁
護
士
会
所

属
弁
護
士
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

電
話
で
五
月
二
十
三
日
豺
ま
で
に

地
域
振
興
課
へ
（
内
線
五
八
三
）

こ
の
法
律
の
概
要
と
対
策
を
具

体
的
に
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
く
説

明
会
で
す
。
▼
と
き
＝
六
月
二
日

貅
午
後
二
時
か
ら
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
会

議
室
▼
講
師
＝
肥
田
徹

ひ
だ
と
お
る

（
米
本
会

計
譁
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）、
江
城
周
一

え
し
ろ
し
ゅ
う
い
ち

（
同
シ

ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
▼
定

員
＝
三
十
名
（
先
着
順
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、
オ
ス
マ

ン
・
サ
ン
コ
ン
さ
ん
に
よ
る
国
際

理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
国
際
交
流
や
国
際
貢

献
な
ど
世
界
に
対
す
る
日
本
の
あ

り
方
を
問
い
か
け
、
心
の
視
力
を

見
つ
け
だ
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
五

月
二
十
八
日
貍
午
後
一
時
半
開

場
、
午
後
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
▼
講
師
＝

オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン
さ
ん
▼
テ

ー
マ
＝
『
視
力
六
・
〇
が
見
た
日

本
』
〜
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
文

化
・
習
慣
の
話
〜
▼
入
場
料
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝

政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
青
少
年
の
み
な
さ
ん
、
ワ

ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
本
技
術
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝

五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
十
八
日

（
毎
週
土
曜
）
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
十
二
歳
か
ら
二
十
五

歳
ま
で
の
青
少
年
（
中
学
生
以
上
）

▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
二
十
日
貊

必
着
ま
で
に
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
（
中
学
生

の
場
合
は
学
校
名
）
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不

要
）
泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
一
七
／e-m

ail：
sy
ou
g
ai@
city
.sen
n
an
.lg
.jp

）

へ
泉
南
市
文
化
協
会
所
属
の
泉
南

市
茶
花
道
連
盟
が
お
茶
会
を
開

催
。
▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
豸
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
和
室
▼

会
費
＝
五
〇
〇
円
▼
担
当
＝

池
田
宋
佳

い
け
だ
そ
う
か

、
社
中
一
同

し
ゃ
ち
ゅ
う
い
ち
ど
う

▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
五
月
二
十
二
日
豸
午
後

二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
立

文
化
ホ
ー
ル
▼
出
演
＝
指
揮
者：

宮
崎
剛

み
や
ざ
き
た
け
し
ピ
ア
ニ
ス
ト：

小
笹
山

こ
さ
さ
や
ま

紀
子

の
り
こ

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
主
催
＝

泉
南
市
教
育
委
員
会
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

邦
楽
の
優
雅
な
調
べ
を
、
半
日

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
六
月
五
日
豸
午
後
十
二
時

半
開
場
、
一
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝

琴
・
三
味
線
・
尺
八
の
合
奏
曲
、

少
年
少
女
合
唱
団
、
詩
吟
、
コ
ー

ラ
ス
等
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
ん
ぎ

ょ
ひ
め
物
語
を
中
心
に
、
か
わ
い

い
歌
声
で
お
届
け
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
五
月
十
五
日
豸
午
後
二
時
開

演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
入

場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二

五
三
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
合
唱
祭
の
出

演
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
六
月
十
一
日
貍
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
市
内

で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
グ

ル
ー
プ
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
七
日
貂
ま

で
に
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
（
内

線
二
四
七
）

男
子
団
員
を
歓
迎
し
ま
す
。
練

習
日
に
見
学
・
体
験
可
能
で
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

か
ら
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民

館
▼
対
象
＝
小
学
一
年
生
か
ら
中

学
三
年
生
ま
で
の
男
女
▼
募
集
人

員
＝
三
十
人
（
先
着
順
）
▼
費

用
＝
入
団
費：

三
、
〇
〇
〇
円

（
年
会
費
・
制
服
貸
与
代
等
）
月

会
費：

二
、
〇
〇
〇
円
（
活
動

費
・
合
宿
費
等
）
▼
申
込
み
＝
五

月
二
十
八
日
貍
ま
で
に
信
達
公
民

館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
三
）

又
は
信
達
公
民
館
薀
祟
９
２
６
４

森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
森
の

保
全
活
動
に

参
加
し
ま
せ

ん
か
。
▼
と

き
＝
五
月
二
十
一
日
貍
午
前
十
時

半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止：

当

日
午
前
六
時
半
か
ら
左
記
電
話
番

号
で
案
内
が
あ
り
ま
す
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、

紀
泉
わ
い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
山

づ
く
り
、
森
林
の
整
備
（
除
伐
等
）

▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
管
理

棟
前
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行

品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
作
業

の
で
き
る
服
装
、
軍
手
等
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
譛
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ

ス

ト

協

会

（e
-
m
a
i
l
:

m
idori@

ogtrust.jp

／
薀
０
６
・

６
９
４
９
・
５
７
０
５
／
蕭
０

６
・
６
９
４
９
・
５
７
０
７
）

８

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
市
三
曲
協
会

第
二
一
回
定
期
演
奏
会

お
茶
会
を

開
催
し
ま
す

商
工
業
者
向
け
個
人
情

報
保
護
法
対
策
説
明
会

消
費
者
月
間
事
業

と
し
て
講
座
を
開
催

堀
河
の
森
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
市
少
年
少
女

合
唱
団
団
員
募
集

泉
南
市
女
声
合
唱
団

コ
ン
サ
ー
ト

合
唱
祭
出
演
者
募
集

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン

さ
ん
の
国
際
理
解
講
座



障
害
者
・
子
育
て
な
ど
支
援
を
要
す
る

住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
相
談
、
見

守
り
を
と
お
し
て
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
関
係
機
関
へ
の
連
携
、
ま
た
心
の

ケ
ア
な
ど
幅
広
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
平
成
十
七
年
度
＝
概
ね
一
丘
中
学
校

区
・
信
達
中
学
校
区
を
対
象
と
し
た
事

業
所
を
二
箇
所
で
開
始
。

▼
実
施
場
所
＝
笊
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
せ
ん
わ
薀
祟
２
０
２

２
笆
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
六
尾
の
郷
薀
祕
２
８
５
０
・
あ
い

ぴ
あ
泉
南
出
張
所
薀
祕
０
７
７
０

▼
平
成
十
八
年
度
＝
西
信
達
中
学
校

区
・
泉
南
中
学
校
区
を
対
象
に
さ
ら
に

二
箇
所
整
備
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

二
四
三
）
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５月１９日貅 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

5月12日,19日,26日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

イオン 
りんくう泉南 
ショッピング 
センター２階 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242）

納税課 
薀83-0001 
（内線233）
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259）

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288）

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551）

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

関西国際空港情報：№60

国内初！空港間スタンプ
ラリー実施中

～関空を使って航空券など豪華賞
品を当てよう！！～
関空と結ばれる新千歳/羽田/福

岡/那覇の各路線に搭乗されるお客
様を対象に、抽選で豪華賞品（国
内線無料航空券や免税店クーポン
券、ホテル日航関西空港の宿泊券
等）が当たるスタンプラリーを実
施中です。
▼開催期間＝４月１日貊～６月３
０日貅
▼対象路線＝関空と新千歳/羽田/
福岡/那覇を結ぶ路線
※詳細についてはホームページを
ご覧ください。

関空連絡橋、土日祝は
１，０００円(軽・普通車)に!
関空連絡橋通行料が以下の通り

新しくなりました。休日はご家
族・ご友人で関空へ遊びにお越し
ください。
▽軽自動車＝１，２００円（平
日・往復）
▽普通車＝１，５００円（平日・
往復）
※土・日・祝日は、軽自動車及び
普通車に限り１，０００円（往復）
でご利用いただけます。
▼問合せ＝道路管理所薀碚２２７
８
※詳細についてはホームページ
をご覧ください。
h t t p : / / www . k a n s a i -
airport.or.jp

変
更
事
由
と
手
続
き
先
（
カ
ッ
コ
内
）

を
次
の
と
お
り
笊
〜
笶
に
ま
と
め
ま
し

た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

笊
学
生
や
自
営
業
者
が
会
社
等
へ
就

職
＝
第
一
号
か
ら
第
二
号
へ
（
勤
め
先
）

笆
学
生
や
家
事
手
伝
い
の
方
が
結
婚
し

て
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

に
＝
第
一
号
か
ら
第
三
号
へ
（
配
偶
者

の
勤
め
先
）
笳
会
社
等
を
や
め
自
営
業

等
に
＝
第
二
号
か
ら
第
一
号
へ
（
市
の

年
金
係
）
笘
会
社
等
を
や
め
た
方
が
第

二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
に
＝

第
二
号
か
ら
第
三
号
へ
（
配
偶
者
の
勤

め
先
）
笙
第
三
号
被
保
険
者
の
収
入
が

百
三
十
万
円
以
上
に
＝
第
三
号
か
ら
第

一
号
へ
（
市
の
年
金
係
）
笞
第
三
号
被

保
険
者
の
配
偶
者
が
会
社
を
や
め
自
営

業
者
等
に
＝
第
三
号
か
ら
第
一
号
へ

（
市
の
年
金
係
）
笵
離
婚
に
よ
り
第
三
号

被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
方
＝
第
三
号

か
ら
第
一
号
へ
（
市
の
年
金
係
）
笨
第

三
号
被
保
険
者
が
会
社
等
に
就
職
＝
第

三
号
か
ら
第
二
号
へ
（
本
人
及
び
配
偶

者
の
勤
め
先
）
笶
第
三
号
被
保
険
者
の

配
偶
者
が
転
職
＝
第
三
号
か
ら
第
三
号

へ
（
配
偶
者
の
勤
め
先
）
※
第
一
号
被

保
険
者
＝
農
林
漁
業
、
自
営
業
、
学
生
、

無
職
の
方
等
※
第
二
号
被
保
険
者
＝
会

社
員
（
厚
生
年
金
）、
公
務
員
（
共
済
年

金
）
等
※
第
三
号
被
保
険
者
＝
第
二
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
十
才

以
上
六
十
才
未
満
の
配
偶
者
。
但
し
、

配
偶
者
が
六
五
才
以
上
七
十
才
未
満
の

厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、

第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。
▼

問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

泉
南
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保

険
者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド

ッ
ク
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
度
の
助
成
額
は
、
人
間

ド
ッ
ク
が
二
五
、
〇
〇
〇
円
、
脳
ド
ッ

ク
は
二
〇
、
〇
〇
〇
円
ま
で
が
上
限
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
人

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受

診
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
し
国
保
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
の
は
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
さ
れ
る
方
で
す
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
＝
笊
三
十
歳

以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
。

笆
今
年
度
に
本
制
度
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い
方
。
笳
申
請
日
の
前
月
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
無
い
方
。

笘
現
在
、
内
臓
疾
患
等
で
治
療
中
で
な

い
方
。

▼
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
＝
笊
四
十
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
。

笆
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
な

い
方
。
笳
頭
部
の
手
術
を
受
け
て
い
な

い
方
。
笘
手
術
や
外
傷
等
で
体
内
に
金

属
が
入
っ
て
い
な
い
方
。
笙
病
気
な
ど

で
検
査
中
で
な
い
方
。
笞
現
在
、
妊
娠

し
て
い
な
い
方
。
笵
閉
所
恐
怖
症
で
な

い
方
。
笨
今
年
度
に
本
制
度
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方
。
笶
申
請
日
の
前
月

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
無

い
方
。
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
二

九
一
・
三
八
〇
）

身
近
な
地
域
に
お
い
て
、
高
齢
者
・

10

国
民
年
金
の
変
更
届
は

大
丈
夫
で
す
か

平
成
十
七
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
　

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て

地
域
福
祉
総
合
相
談
員
配
置
　

促
進
事
業
を
実
施

この広告についてのお問い合せ先（株）ジェイシーアイ　　電話　０６－６５６９－１６１６

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



る
場
合
で
も
、
農
地
転
用
と
な
り
、
同
様

に
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
地
転
用
の
手
続
き
＝
農
地
の
転
用
に

は
、
農
地
の
所
有
者
が
自
ら
農
地
を
農
地

以
外
に
転
用
す
る
場
合
（
農
地
法
第
四
条

転
用
）
と
、
農
地
の
所
有
者
か
ら
農
地
を

買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
農
地
以
外
に

転
用
す
る
場
合
（
農
地
法
第
五
条
転
用
）

と
が
あ
り
ま
す
。
市
街
化
調
整
区
域
内
農

地
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
を
経
て
、
さ

ら
に
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措
置
＝
許
可
、

届
出
の
な
い
転
用
は
無
断
転
用
と
な
り
、

知
事
は
必
要
な
限
度
に
お
い
て
工
事
等
の

中
止
、
ま
た
は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、

原
状
回
復
そ
の
他
違
反
行
為
の
是
正
の
た

め
の
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
転
用
す
る
場
合
は
必
ず
農
業

委
員
会
へ
所
定
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会

事
務
局
（
内
線
五
五
一
）

宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
家

屋
や
家
財
、
と
き
に
は
尊
い
人
命
に
か
か

わ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
造
成
中

の
急
斜
面
、無
理
な
積
み
方
を
し
た
石
垣
、

風
化
の
著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、
大

雨
等
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨
が
予
想

さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅
地
造
成
工
事

な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂
の

流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、

宅
地
災
害
を
な
く
そ
う
と
い
う
目
的
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府
で
は
、
こ
の
期

間
中
に
府
内
市
町
村
や
消
防
・
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し

て
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
や
宅
地
防
災
技
術

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
、
こ
れ
を
機
会
に

宅
地
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
必

要
な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
の
よ
う

な
点
に
つ
い
て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
早

急
に
適
切
な
処
置
を
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
笊
石
垣
、
擁
壁
等
に
亀
裂
が
入

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
割
れ
目
か
ら
地

下
水
が
し
み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。笆
石
垣
、

擁
壁
等
の
水
抜
き
穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流

れ
出
て
い
ま
す
か
。
笳
地
盤
は
沈
下
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
笘
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥

な
ど
が
つ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課（
内
線
五
六
九
）

五
月
十
六
日
豺
か
ら
二
十
二
日
豸
ま
で

の
一
週
間
は
、
総
務
省
の
「
春
の
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
道
路
、
年
金
、
登
記
、

郵
便
な
ど
国
や
公
団
、
公
社
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
「
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
は
、
自
宅
で
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
毎
月
泉
南
市
役
所
で
相
談
所
を
開

い
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
月
第
三
木
曜

日
、
午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南

市
役
所
別
館
▼
行
政
相
談
窓
口
＝
笊

松
本
啓
子

ま
つ
も
と
け
い
こ

／
新
家
／
電
話
番
号
祗
０
８
７

７
笆
金
田
辰
之

か
な
た
た
つ
ゆ
き

／
男
里
／
電
話
番
号
祟
６

９
２
５
※
五
月
十
九
日
貅
午
後
二
時
〜
四

時
、
イ
オ
ン
り
ん
く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
て
特
設
行
政
相
談
を
開
設

い
た
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
総
務
省
・
近
畿

管
区
行
政
評
価
局
行
政
相
談
課
薀
０
６
・

６
９
４
１
・
８
３
５
８

泉
南
市
に
は
、
お
菊
松
を
は
じ
め
と
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り

古
く
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
泉
南
市
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
安
全

に
楽
し
く
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
泉
南

市
の
紋
章
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
案
内
板
約

四
十
本
の
整
備
と
案
内
板
を
た
ど
る
ハ
イ

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

春
の
一
日
、
新
し
い
発
見
を
探
し
て
泉

南
市
の
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
ご
希
望
の
方

は
、
泉
南
市
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
所
（
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
三
階
）
ま
た

は
、地
域
振
興
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
所
薀
祟
４
６
３
０
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珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮
珞 笶 筐 筺 笄 筍 琲
琺 筅 筵 瑟 瑙 瑁 瑜
瑩 筬 筮 瑪 瑶 瑾 璋
璞 箚 箋 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯  

5月1日～6月11日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

珈縒珎玻珀笞笵
珞繦筐筺笄珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞繽箋珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯  

笊笆笳笘笙珥珮
珞繦筐瑯琥珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞繽箋珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

5月1日～6月11日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

5月1日～6月11日・薀祟４３６１ 

五
月
は
防
災
月
間
で
す

春
の
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た

総
務
省
の
行
政
相
談
委
員
に
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

介
護
保
険
制
度
と
は
、
寝
た
き
り
や
認

知
症
な
ど
で
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方

が
、
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
合
っ
て
い

く
制
度
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被

保
険
者
の
方
は
、
介
護
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
十
七
年
度
の
介
護
保
険
料
（
六

十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
）
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。
特
別
徴
収
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
、
普
通
徴
収
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た

だ
く
か
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
料

の
金
額
は
、
四
月
か
ら
三
月
ま
で
の
一
年

間
の
年
額
で
計
算
さ
れ
、
特
別
徴
収
は
六

回
払
い
、
普
通
徴
収
は
十
回
払
い
と
な
り

ま
す
。
但
し
、
年
度
途
中
に
六
十
五
歳
に

な
っ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月

か
ら
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

▼
注
意
＝
介
護
保
険
料
を
一
年
以
上
滞
納

す
る
と
、
保
険
給
付
を
受
け
る
時
に
制
約

を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第

一
段
階
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
及
び
第

二
段
階
の
方
の
内
、
生
活
困
窮
者
（
生
活

保
護
受
給
者
に
準
ず
る
状
況
に
あ
る
方
）

を
対
象
に
減
額
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険

課
（
内
線
三
三
六
・
三
三
七
・
三
三
九
）

平
成
五
年
度
よ
り
本
市
委
託
事
業
と
し

て
知
的
障
害
者
施
設「
泉
南
デ
イ
ホ
ー
ム
」

の
運
営
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
四
月
よ
り
同
施
設
が
社
会
福
祉
法
人
い

ず
み
野
福
祉
会
運
営
に
よ
る
知
的
障
害
者

通
所
更
生
施
設
と
し
て
国
に
施
設
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
既
存
の
知
的
障
害
者

通
所
授
産
施
設
「
泉
南
作
業
所
」（
同
施

設
一
階
部
分
）
と
と
も
に
国
の
支
援
費
制

度
上
の
施
設
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
し
ら

せ
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
九
）

自
動
車
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て

い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方

は
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
お
一
人
に
つ
き
八
冊
ま
で
本
を

借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
巡

回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡
回
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発

令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

五
月
七
日
貍
の
み
鳴
滝
第
二
小
学
校
が

午
前
十
時
〜
十
時
半
、
楠
台
一
号
公
園
が

午
前
十
一
時
〜
十
一
時
半
の
巡
回
と
な

り
、
サ
ン
ハ
イ
ツ
和
泉
砂
川
と
フ
ァ
ミ
ー

ル
南
大
阪
は
巡
回
時
間
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
祗
７
７
６
６

農
地
の
転
用
と
は
、農
地
を
住
宅
用
地
、

工
業
用
地
、
倉
庫
用
地
、
資
材
置
場
、
駐

車
場
等
、
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
変

更
す
る
こ
と
を
い
い
、
農
地
法
に
基
づ
い

て
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
工
事
仮
設
事
務
所
用
地
等
に
す
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

5月1日～6月11日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑪  
⑪  
⑫  
⑫  
⑬  
⑬  

澪  
澪  
濟  
濟  
濕  
濕  

①  
①  
②  
②  
③  
③  

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

⑧  
⑧  
⑨  
⑨  
⑩  
⑩  

澤  
澤  
澹  
澹  
濆  
濆  

5月 

笵  
笵  
笵  
笵  
⑥  
⑥  

⑱  
⑱  
⑲  
⑲  
⑳  
⑳  

6月 6月 5月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

珈笆笳笘笙珥珮
珞笶琅瑯琥珸琲
琺筅琿瑟瑙瑁瑜
瑩筬瑣瑪瑶瑾璋
璞箚箋珈玳珎玻
珀笞珮珞璢琅瑯  

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

泉
南
デ
イ
ホ
ー
ム
が
国
の

認
可
施
設
に
な
り
ま
し
た

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

●は土曜日の巡回で一部時間も変更になります。ご注意ください

20,100円 

30,200円 

40,200円 

50,300円 

60,300円 

2,100円 

3,200円 

4,200円 

5,300円 

6,300円 

2,000円 

3,000円 

4,000円 

5,000円 

6,000円 

3,400円 

5,000円 

6,700円 

8,400円 

10,100円 

3,300円 

5,200円 

6,700円 

8,500円 

10,000円 

3,300円 

5,000円 

6,700円 

8,300円 

10,000円 

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す



大
型
連
休
の
ご
み
収
集
日
は
、
左
記
日

程
で
収
集
し
ま
す
。（
五
月
三
日
、
五
日

は
休
日
で
す
が
通
常
ど
お
り
収
集
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
）

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認
を

し
て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
八
時
半
ま
で

に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し

て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

一
般
家
庭
に
お
い
て
、
排
出
者
自
ら
に

よ
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
促
進
し
、
ご
み

の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た

め
、
機
器
の
購
入
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
注
意
、
電
気
設
備
等
の
付
帯
設
備

費
用
は
補
助
で
き
ま
せ
ん
。
補
助
金
額
に

つ
い
て
は
、
機
器
購
入
価
格
の
二
分
の
一

以
内
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
二
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
清
掃
課

薀
祟
５
８
７
５

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、四
月
、

五
月
の
連
休
の
中
日
に
あ
た
る
五
月
二
日

豺
と
六
日
貊
、
連
休
明
け
の
九
日
豺
に
は

来
場
者
の
集
中
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
動

車
で
来
場
さ
れ
ま
す
と
、
手
続
き
の
締
め

切
り
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
▼
受
付
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
振
替
休
日
を
除
く
。）
▼
更
新
受

付
時
間
＝
即
日
交
付
　
午
前
八
時
四
十
五

分
〜
午
後
二
時
半
※
午
後
二
時
半
以
降
の

受
付
は
後
日
の
交
付
。
▼
最
寄
駅
＝
泉
北

高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
か
ら
徒
歩
五
分

▼
問
合
せ
＝
光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
薀

０
７
２
５
・
５
６
・
１
８
８
１

普
段
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
洗
剤
は
合

成
界
面
活
性
剤
が
使
わ
れ
て
お
り
、
肝

臓
・
腎
臓
の
障
害
、
不
妊
症
の
原
因
に
も

な
り
、
河
川
の
水
質
汚
染
の
原
因
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
食
廃
油
を
利

用
し
た
石
鹸
は
ア
ト
ピ
ー
・
水
虫
等
に
も

効
果
が
あ
り
、
排
水
は
脂
肪
酸
と
塩
に
な

り
自
然
に
帰
る
も
の
で
す
。

▼
使
用
範
囲
＝
台
所
▽
食
器
・
レ
ン
ジ
周

り
・
換
気
扇
、
風
呂
▽
タ
イ
ル
・
浴
槽
、

掃
除
▽
窓
ガ
ラ
ス
・
網
戸
、
洗
濯
▽
靴
・

靴
下
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
襟

▼
作
り
方
＝
笊
紙
パ
ッ
ク
（
牛
乳
パ
ッ
ク

等
）
に
水
一
〇
〇
㏄
＋
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
六

〇
㌘
を
入
れ
一
分
間
ふ
り
混
ぜ
る
。（
紙

パ
ッ
ク
は
熱
く
な
る
の
で
注
意
）
笆
廃
油

五
〇
〇
㏄
と
笊
の
中
身
を
ミ
キ
サ
ー
で
二

〇
秒
弱
回
転
さ
せ
止
め
る
前
に
ハ
ッ
カ
油

を
適
量
入
れ
る
。
笳
紙
パ
ッ
ク
に
笆
を
入

れ
三
〜
五
日
で
固
め
、
適
当
に
切
っ
て
風

通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
乾
か
し
て
完
成
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課（
内
線
三
五
八
）

泉
南
市
で
は
、
職
員
の
接
遇
の
向
上
を

図
り
、
市
民
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け

る
市
役
所
を
目
指
し
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
五
月
十
六

日
豺
〜
二
十
九
日
豸
の
二
週
間
▼
と
こ

ろ
＝
市
役
所
、
出
先
機
関
（
あ
い
ぴ
あ
、

公
民
館
、
体
育
館
、
図
書
館
等
）
▼
方

法
＝
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う
え
、
回

収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
市
役
所
で

は
、
玄
関
に
も
記
入
台
と
回
収
箱
を
設
置

し
ま
す
。）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
等
で
公
開

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
人
事

課
（
内
線
二
七
五
）

泉
南
市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
で
収
入
が

少
な
い
方
が
所
有
す
る
居
住
用
資
産
（
土

地
・
家
屋
）
に
係
る
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の
笊
〜
笙

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▼
要
件
＝

笊
所
有
者
が
▽
六
十
五
歳
以
上
▽
障
害
の

あ
る
方
（
五
、
六
級
を
除
く
）
▽
寡
婦
･

寡
夫
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

笆
所
有
者
及
び
そ
の
家
族
全
員
（
生
計
を

同
一
に
す
る
者
）
が
住
民
税
均
等
割
非
課

税
限
度
額
以
下
の
所
得
で
あ
る
こ
と
。

笳
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
が
自
己
居
住

用
資
産
で
あ
る
こ
と
。（
他
に
宅
地
等
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
）

笘
家
屋
の
床
面
積
が
一
二
〇
裃
以
下
で
あ

る
こ
と
。

笙
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

の
年
税
額
が
五
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

減
免
額
は
対
象
資
産
に
対
す
る
税
額
の

二
分
の
一
で
す
。
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、

五
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
平
成
十
七
年
度
固

定
資
産
税
納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
身
体
障

害
者
等
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
手

帳
又
は
証
明
書
を
ご
持
参
の
上
、
五
月
三

十
一
日
貂
ま
で
に
課
税
課
固
定
資
産
税
係

へ
。
▼
問
合
せ
＝
課
税
課
固
定
資
産
税

係
（
内
線
二
二
九
・
二
三
九
・
三
一
六
）

15

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

へ
は
公
共
交
通
機
関
で

生
ゴ
ミ
処
理
機
器
購
入
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て

ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

４月27日貉 

５月１日豸 
　　２日豺 
　　３日貂 
　　４日貉 
　　５日貅 
　　６日貊 

　　28日貅 
　　29日貊 
　　30日貍 

月・木曜日地域 

休　日 
休　日 
休　日 

休　日 

　月　日 

火・金曜日地域 

月・木曜日地域 
火・金曜日地域 

月・木曜日地域 
火・金曜日地域 

可燃ごみ ペットボトル・ 
その他プラスチック 
コース№７ 
コース№８ 

コース№１ 
コース№２ 

来
庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

第
四
回
泉
南
市
環
境
実
践
ア

イ
デ
ア
大
賞
受
賞
作
品
紹
介

固
定
資
産
税
の
減
免
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

14

本校は、平成１６年度に創立３０年を迎えました。

誕生したのは昭和５０年で、周辺の宅地開発による人

口増に伴い、信達小学校と新家小学校から新たに校区

編成されました。以来４，０３７名の卒業生を送り出

しています。創立３０周年記念事業として、「風船飛

ばし」と「記念式典と講演会」を実施しました。その

様子についてお知らせします。

７月６日に実施した「風船飛ばし」では全児童が将

来の夢や創立３０周年を迎えた学校への思いを紙風船

に書き込み、一斉に青空へ放ちました。まるで、青空

が児童の夢を暖かく包んでくれているような光景でし

た。その紙風船が、近隣では阪南市や泉佐野市、北は

堺市、最も遠くは奈良県平群町まで届きました。風船

につけていた花の種を大事に育てるというたよりをた

くさんいただきました。

記念行事の第二段として１１月２５日に「記念式典

と記念講演会」を実施しました。記念講演会では、在

日エジプト大使館から、イブラヒム・マブルク参事官

にお来しいただいて、現在のエジプトや古代のエジプ

トについて講演をしていただきました。講演内容は

５・６年生から質問事項に答えるという内容でもあり

子ども達も興味をもって聞けたのではないかと思って

います。

創立３０周年の記念すべき年に在校していた子ども

達にとって、思い出に残る１年になったのではないか

と考えています。

▼問合せ＝指導課（内線２７７）

小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
子
ど
も
を

養
い
、
守
り
育
て
て
い
る
方
が
も
ら
え
る

手
当
で
す
。（
た
だ
し
所
得
額
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。）

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
一
人
目
と
二
人

目
の
子
ど
も
は
五
、
〇
〇
〇
円
、
三
人
目

以
降
の
子
ど
も
は
一
〇
、
〇
〇
〇
円

▼
平
成
十
六
年
度
に
貰
え
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
＝
五
月
に
申
請
さ
れ
る
分
か
ら
平

成
十
七
年
度
と
な
り
、
平
成
十
六
年
分
の

所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
所

得
額
の
制
限
を
超
え
る
所
得
で
あ
っ
た
た

め
に
、
手
当
が
も
ら
え
な
か
っ
た
方
は
、

五
月
中
に
再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
庭
に
お

け
る
生
計
の
中
心
者
）
名
義
の
銀
行
等
の

通
帳
、
請
求
者
の
健
康
保
険
証
を
持
参
の

上
、
児
童
福
祉
課
へ
。（
公
務
員
の
方
は

勤
務
先
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。）

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
笊
〜
笵

の
よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
笊
厚
生

年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給
者
が
退
職

し
た
と
き
笆
出
生
等
に
よ
り
、
支
給
対
象

と
な
る
児
童
が
増
加
し
た
と
き
笳
受
給
者

の
住
所
が
他
市
区
町
村
に
変
わ
っ
た
と
き

笘
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
笙
受
給

者
、
児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
笞
受

給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き
笵
支
払
い

希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た
い
と
き

※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給
で
き
る

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
一
二
）

警
察
で
は
、
各
種
被
害
相
談
窓
口
を
設

け
、
被
害
者
の
方
々
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
警
察
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
相
談
機

関
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
▼
相
談
窓
口

名
・
電
話
番
号
＝
笊
ウ
ー
マ
ン
ラ
イ
ン
／

性
犯
罪
被
害
相
談
薀
06
・
６
９
４
１
・
０

１
１
０
※
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
笆

暴
力
団
・
拳
銃
一
一
〇
番
薀
06
・
６
９
４

１
・
１
１
６
６
笳
悪
質
商
法
一
一
〇
番
薀

06
・
６
９
４
１
・
４
５
９
２
笘
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
／
少
年
相
談
薀
06
・
６
７
７
２
・

７
８
６
７
※
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

四
十
五
分
笙
ち
か
ん
被
害
相
談
所
／
鉄
道

内
の
痴
漢
薀
06
・
６
８
８
５
・
１
２
３
４

笞
警
察
相
談
室
薀
06
・
６
９
４
１
・
０
０

３
０
／
プ
ッ
シ
ュ
回
線
＃
９
１
１
０
）
笵

ス
ト
ー
カ
ー
一
一
〇
番
薀
06
・
６
９
３

７
・
２
１
１
０
笨
チ
ャ
イ
ル
ド
・
レ
ス
キ

ュ
ー
一
一
〇
番
※
▽
平
日
の
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
四
十
五
分
は
薀
06
・
６
７
７

２
・
７
０
７
６
▽
土
日
祝
日
と
平
日
の
時

間
外
は
薀
06
・
６
９
４
５
・
１
３
２
１
▼

受
付
時
間
＝
笊
笘
笨
以
外
は
二
十
四
時
間

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３
４

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内



｢出張や残業で保育所・幼稚園

のお迎えに間に合わない｣「週

２・３回だけ仕事に行きたいけ

れど、子どもを見てくれる人が

いない」「美容院に行きたいが、

子どもを連れて行くのは気が引

ける」など、子育てを手伝って

くれる人がいなくて困っている

あなた。そして、「育児に疲れた」

とお悩みのあなた。泉南市ファ

ミリー・サポート・センターは、

そのような人たちの育児を応援

します。 日曜・祝日や早朝・夜

間（宿泊は伴いません）の援助

も可能です。

具体的には、次のような流れ

で活動します。

▼利用会員＝おおむね１０歳ま

での子どもがいる方。「実際に利

用するかどうかわからない」と

いう方も歓迎します。

▼協力会員＝子どもが好きで、

自宅で子どもを預かることがで

きる方。年齢・性別・資格は問

いません。（保育施設への送迎の

み、昼間、日曜日など都合にあ

わせて登録していただけます）

▼両方会員＝利用会員と協力会

員を兼ねることもできます。

＊協力会員・両方会員の方は講

習会や交流会を予定しています。

＊登録料・年会費は無料。登録

は随時できますが会員の登録を

される方は児童福祉課までおい

でください。

１、利用会員がセンターに援助

依頼

２、センターのアドバイザーが

援助可能な協力会員を探す。

３、利用会員・協力会員・アド

バイザーが子どもの様子や援助

活動中の注意事項などについて

事前打ち合わせ

４、協力会員が援助活動の実施

５、利用会員が協力会員に利用

料金を支払う。

＊利用料　未定（他市では保育

料として１時間につき６００円

～1，２００円）

その他、食事などの実費につ

いては利用会員が負担します。

泉南市では、援助活動中の事故

に備えてファミリー・サポー

ト・センター補償保険に加入し、

会員が安心して援助活動を行え

るよう支援します。

※泉南市ファミリー・サポー

ト・センターに素敵な愛称をつ

けてください。Ｅメール・ＦＡ

Ｘにて受付中（５月３１日貂ま

で）

▼会員登録・問合せ＝児童福祉

課（内線２４２） 蕭祟７６６

７／jidou-f@city.sennan.lg.jp
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　　　　泉南市 
ファミリー・サポート・ 
　センターアドバイザー 

　利用会員 
子育ての援助 
が必要な方 

　協力会員 
子育ての援助 
をしたい方 

⑥利用料金の支払 

①
援
助
申
込
み
 

③
協
力
会
員
紹
介
 

②
援
助
依
頼
 

⑦
活
動
報
告
 

④事前打ち合わせ 

潸援助活動実施 

泉南市では１０月にファミリー・サポート・センターの開設を一丘幼稚園内で行います。なお、５
月９日豺から会員の登録を受付けます。
ファミリー・サポート・センターとは、子どもを預かってほしい方と子どもを預かることができる方が会員

となって、子育てを助け合う相互援助の会です。
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身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
が

所
有
又
は
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
軽

自
動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
で
す
。

▼
必
要
書
類
＝
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療

育
手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
平
成

十
七
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
▼
申

請
期
限
＝
五
月
二
十
四
日
貂
ま
で
▼
申
請

場
所
＝
課
税
課
▼
そ
の
他
＝
普
通
自
動
車

税
と
の
重
複
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
▼

問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三
八
・
二
五

一
）市

税
は
福
祉
、
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源

で
す
。
市
政
の
円
滑
な
推
進
と
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
、
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で

に
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
に
よ
る
自
主
納
付

と
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
四
・
二

三
五
） 軽

自
動
車
税
の
減
免
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平成１７年度の固定資産税（償却資産含む）・都市

計画税及び軽自動車税の各納期と出張徴収の日程をお

知らせします。市税の納期内納付にご理解とご協力を

お願いします。

▼固定資産税（償却資産含む）・都市計画税、軽自動

車税の納期＝次表をご覧ください。

▼固定資産税（償却資産含む）・都市計画税、軽自動

車税の出張徴収を実施します＝次表をご覧ください。

※時間はいずれも午前１０時から午後４時まで

▼納期前納付の報奨金＝個人の市府民税（普通徴収分）、

固定資産税（償却資産含む）・都市計画税については、

その納期が年４回に分かれていますが、第１期の納期

に当該年度の税額を一括してお納め（前納）になりま

すと納期前納付報奨金が交付されます。

▼前納報奨金の支払方法＝全期分前納用納付書により、

年税額から報奨金に相当する金額を差し引いた額で納

付いただくことができます。

▼注意＝第１期の納期限を過ぎますと前納報奨金は交

付されませんので、ご注意ください。

▼問合せ＝納税課（内線２３５・２３６）

市・府民税（普通徴収）、固定資産税（償却資産を含

む）・都市計画税、軽自動車税の納付については、口

座振替（自動振替）をお申込みになりますと、預貯金

口座から自動的に振り替えてお納めいただくことがで

きます。一度お申込みいただくと、翌年以降も継続し

て納税いただくことができます。安心で便利な口座振

替（自動振替）をご利用ください。

手続きはとっても簡単です！

お取引されている金融機関、郵便局の窓口にある※

申込み用紙に必要事項をご記入いただき、手続きを行

ってください。※申込み用紙は、泉南市内の市税取扱

い金融機関、郵便局、市役所納税課窓口に設置してい

ます。

手続きに必要なもの

①通帳のお届け印②納税通知書③※市税口座振替申込

書

▼問合せ＝納税課（内線235・236）

市
税
は
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す

税　目 

固定資産税 
都市計画税 

軽自動車税 

5月18日 
　　～ 
　5月31日 

5月18日 
　　～ 
　5月31日 

7月1日 
　　～ 
　　8月1日 

10月3日 
　　～ 
　10月31日 

12月1日 
　　～ 
　12月28日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

※市税は納期内に納めましょう 
※市税の納付は便利な口座振替で 

月　日 ５月25日貉 
兎田老人集会場 

西信達公民館 

岡中老人集会場 

幡代老人集会場 

馬場老人集会場 

５月26日貅 

場　所 
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直通　薀 祀２８５５

さまざまな形で女性を排除してきた「女性ケガレ論」

とは一体何か、近世の心中、処刑などの処理に強力な力

を誇示した弾左衛門
だんざえもん

とはどういう人物か、天才・折口
おりくち

信
し

夫
のぶ

が被差別へ注いだ学問的情熱とはどのようなものであ

ったか、古い民俗や歴史を通しながら、差別と偏見とを

生み出す過程を明らかにし、人間の尊厳とは何かを問い

直します。

▼とき・内容＝次の表のとおり

※時間はすべて午後２～４時

▼ところ＝人権ふれあいセンター２階大会議室

▼テーマ＝差別意識の根元を探る

▼講師＝松原右樹
まつばらまれき

さん（民俗学者）

▼定員＝５０名（多数の場合は抽選）

▼参加費＝無料

▼申込み＝５月２０日貊までに、電話、ハガキ、ＦＡＸ

に住所、氏名、電話番号、人権文化講座第１部希望、手

話通訳希望（必要な方）と明記の上、〒５９０・０５２

１泉南市樽井９・１６・２人権ふれあいセンターへ薀祟

６４４７蕭祟６４５７

第１講座 ６月１日貉 女性ケガレ論を問う 

第２講座 ７月６日貉 騨左衛門と心中と処刑 

第３講座 ９月７日貉 被差別への視座・折口信夫 

だんざえもん 

おりくちしのぶ 

性別にとらわれることなく、すべての人が個性

を発揮しながらイキイキと暮らせる社会「男女共

同参画社会」。

“ステップ”は、あらゆる分野に男女がともに

参加・参画し、男女共同参画社会の実現に向けた

市民活動を支援し、情報交換や交流、学習、女性

のための相談ができるところです。

●男女共同参画に関する図書・雑誌・ビデオテー

プを閲覧したり、借りることができます。（期間

は３週間）

●国・府・市町村などが発行する資料や情報誌・

啓発冊子を見ることができます。

●フォーラム・講座等の情報を得ることができま

す。

●市民グループの情報発信の場としても利用でき

ます。

●登録したグループが学習や活動スペースとして

利用できます。定員は１５名程度。

◎グループの登録＝男女共同参画社会の形成に関

する学習・交流を目的とし、泉南市に在住在学在

勤している方を主な構成員とするグループに、１

年間（年度末）有効の｢登録証｣を発行します。

▼利用時間＝午前９時～午後５時（市役所執務日

に限ります）

▼所在地＝泉南市樽井７３７番地　泉南市水道庁

舎１階

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

日本国憲法の理念の一つである基

本的人権の尊重についてあらためて

考え、女性と男性がともに人権を尊

重しつつ責任も分かち合い性別にか

かわりなく、個性と能力を十分に発

揮することができる社会づくりのた

めに、憲法週間＆男女共同参画週間

「市民の集い」を開催します。

今回は作家の中山千夏さんをお招

きし、「一人ひとりがいきいき輝い

て生きるために」というテーマで講

演をしていただきます。これまで子

役から俳優・タレント・参議院議

員・作家と幅広く活躍されてきた中

山さんのお話をお聞きし、私たち一

人ひとりが自分らしく生きるために

どのようなことができるのか、とも

に考えてみませんか。

▼ とき＝５月２８日貍午後１時半開

場、２時開演

▼ところ＝あいぴあ泉南大会議室

▼ テーマ・内容＝講演「一人ひとり

がいきいき輝いて生きるために」

▼講師＝中山千夏さん（作家）

▼入場料＝無料

▼申込み＝事前申し込みは不要

▼ その他＝手話通訳あり、一時保育

あり。一時保育希望者は５月２０日

貊までに、電話、ＦＡＸ、Ｅメール

で人権推進課へ。（薀祀２８５５、

蕭祗００７５、E-mail：jinken@

city.sennan.lg.jp）一時保育は１歳以

上就学前の子どもで定員は１２名。

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

一人の女性として、社会に対する

疑問を自然体で語る。１９５５年、

「劇団ともだち劇場」に第一期生と

して入団、１１歳の頃劇作家菊田一

夫さんに見出され上京。芸術座「が

めつい奴」に出演し、天才子役とし

て注目を集める。以後、俳優、歌手

タレントとして幅広く活躍。１９７

０年からは作家として活動をはじ

め、「子役の時間」「羽音（はおと）」

などで連続三回直木賞候補になる。

１９８０年には参議院選全国区に出

馬し当選、法務委員会に所属する。

現在は著作活動に専念している。

著書：「へんなの」「となりのイカン」

等の絵本、「からだノート」「姫たち

の伝説」「カネを乗りこえる」等。

市民の身近な相談相手として、人

権擁護委員が相談を受け付けます。

▼とき＝５月９日豺・１０日貂

▼ところ＝人権推進部（相談室）

▼費用＝無料

▼その他＝秘密は厳守されます

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

基本的人権の尊重は日本国憲法の

柱であり、民主主義社会の基本です。

この基本的人権の尊重が社会生活に

おいて実現されるように法務大臣か

ら委嘱された人権擁護委員は様々な

活動を行っており、その一環として

下記人権相談所を開設します。お気

軽にご相談ください。

▼ とき＝６月１日貉午前１０時～午

後５時

▼ ところ＝人権推進部相談室・樽井

公民館３階控室

▼ 内容＝いじめ・虐待・ＤＶ・セク

ハラ・差別・近隣問題等

▼ その他＝相談料は無料で秘密は厳

守されます。

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）
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中山千夏さんのプロフィール

憲法週間特設人権相談

人権擁護委員の日特設相談



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００5.5 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

ポリオの予防接種 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

５月11日貉 平成16年12月生 
６月１日貉 平成17年1月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

５月25日貉 
午後12時半～２時 平成15年10月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

５月18日貉 
午後12時半～１時05分 平成13年10月生 

５月26日貅 
午後１時15分～45分 平成14年10月生 

歯みがき教室 ５月26日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年９月生 
平成15年９月生 

５月12日貅、19日貅 
午後１時半～２時半 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

ＢＣＧ予防接種 ５月11日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

５月６日貊・泉南市役所 
５月12日貅・イオンりんくう泉南ショッピングセンター 
※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

6月3日貊、13日豺、20日豺、 
27日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

６月20日豺 
午後１時～３時 

５月17日貂 
５月24日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ５月27日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ５月27日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、筆記用具 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第3火曜日 
▼東信達老人集会場第2木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

随時 
市内の各医療機関へ直 
接申し込んでください。 

随時 
市内の各婦人科医療機 
関へ直接申し込んでく 
ださい。 

日本脳炎の予防接種 ５月９日豺、23日豺 午後１時半～２時半 
第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください 
生後12か月～７歳６か月未満。 
▼麻しん＝１歳～１歳３か月の間に１回▼風しん＝１歳から３歳の間に１回 

40歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎 
機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底 
検査を実施。便潜血検査２日法。 
※できるだけセットで受けてください。携行品は健康手帳。 
※費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-10薀83-2357 
▼福本医院・婦人科 信達市場378薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311薀82-7018 
▼新泉南病院・婦人科（金・土曜午前のみ）りんくう南浜3-7 
薀80-5618 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。※費用＝600円 

20歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 
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麻
し
ん
（
は
し
か
）
と
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
市
内
の
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
直
接
実
施
医
療
機
関
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
対
象
＝
▽
麻
し
ん
＝
生
後
一

歳
か
ら
一
歳
三
か
月
（
七
歳
六

か
月
未
満
）
の
間
に
一
回

▽
風
し
ん
＝
生
後
一
歳
か
ら
三

歳
（
七
歳
六
か
月
未
満
）
の
間

に
一
回
。
麻
し
ん
の
接
種
後
四

週
間
以
上
間
隔
を
あ
け
て
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
無
料

▼
実
施
医
療
機
関
＝
▽
青
木
整

形
外
科
・
樽
井
五
・
三
七
・
一

七
薀
祟
８
３
７
０
▽
イ
ッ
セ
イ

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
信
達
大
苗

代
六
二
・
四
四
・
二
一
三
薀
祀

２
２
７
０
▽
小
上
医
院
・
新
家

三
四
六
一
・
一
薀
祗
３
３
４
１

▽
く
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
信
達
牧

野
六
〇
一
・
一
薀
祕
０
３
４
０

▽
長
束
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
新
家
六

三
〇
・
四
薀
祗
１
２
２
０
▽
西

森
医
院
・
信
達
牧
野
三
六
一
・

一
〇
薀
祟
２
３
５
７
▽
西
山
内

科
循
環
器
科
医
院
・
信
達
牧
野

八
八
六
・
一
薀
祕
１
７
０
０
▽

野
上
病
院
・
樽
井
一
・
二
・
五

薀
祚
０
０
０
７
▽
福
本
医
院
・

信
達
牧
野
三
七
八
薀
祟
２
５
０

５
▽
堀
越
内
科
・
岡
田
三
・

九
・
二
五
薀
祗
７
６
７
６
▽
松

本
医
院
・
新
家
三
二
〇
九
薀
祗

６
２
８
２
▽
松
本
内
科
胃
腸

科
・
新
家
三
一
七
九
・
五
薀
祕

２
０
０
８
▽
宮
城
医
院
・
信
達

市
場
三
一
・
三
一
一
薀
祗
７
０

１
８
▽
山
上
医
院
・
樽
井
六
・

一
〇
・
七
薀
祟
２
５
０
１

▼
注
意
事
項
＝
▽
安
全
に
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体

調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
予
約
を
し
て
い
て
も
、
体
調

が
悪
い
と
き
は
接
種
を
見
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。
▽
母
子
手
帳
を

必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

▼
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
＝
笊
明
ら
か
に
発

熱
の
あ
る
人
（
37.5
℃
以
上
）
笆

重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
笳
水

ぼ
う
そ
う
、
百
日
せ
き
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
な
ど
が
治
っ
て
か
ら

一
か
月
経
過
し
て
い
な
い
人
笘

家
族
や
遊
び
友
達
等
に
、
は
し

か
や
風
し
ん
、
水
ぼ
う
そ
う
等

に
か
か
っ
た
人
が
あ
り
、
潜
伏

期
間
が
過
ぎ
て
い
な
い
人
笙
ポ

リ
オ
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
生
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
か
ら
四
週
間
、
三

種
混
合
や
日
本
脳
炎
の
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
か
ら
一
週
間

経
過
し
て
い
な
い
人

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
―

▼
と
き
＝
六
月
二
十
八
日
貂
、

七
月
十
九
日
貂
、
二
十
一
日
貅
、

八
月
八
日
豺
、
十
七
日
貉
、
二

十
六
日
貊
の
午
前
十
一
時
〜
十

一
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
三
十
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
無
料
（
喀
痰
検
査
は

有
料
四
〇
〇
円
）

▼
内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
必

要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
五
月
三
十
日
豺
か

ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話
で
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
六
月
十
六
日
貅
笆

二
十
七
日
豺
笳
三
十
日
貅
笘
七

月
四
日
豺
笙
五
日
貂
笞
十
一
日

豺
笵
二
十
一
日
貅
笨
二
十
九
日

貊
笶
八
月
一
日
豺
筐
二
日
貂
筺

八
日
豺
笄
十
七
日
貉
、
時
間
は

概
ね
午
後
一
時
〜
、
調
理
実
習

は
午
前
中
、
各
々
二
〜
三
時
間

▼
講
師
＝
笊
医
師
、
笆
〜
笙
笵

笶
筐
笄
栄
養
士
、
笞
筺
健
康
運

動
指
導
士
、
笨
臨
床
心
理
士

▼
そ
の
他
＝
▽
調
理
実
習
の
材

料
費
を
徴
収
し
ま
す
▽
で
き
る

だ
け
七
回
以
上
出
席
し
て
く
だ

さ
い
▽
希
望
者
は
講
座
終
了
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
泉
南
市

食
生
活
推
進
協
議
会
」
に
加
入

し
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

大
阪
府
で
は
、
大
規
模
な
地

震
等
の
災
害
発
生
時
に
生
活
用

水
を
確
保
す
る
た
め
、「
災
害
時

生
活
用
水
確
保
等
事
業
」
を
創

設
し
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

近
隣
被
災
者
へ
井
戸
水
を
提
供

し
て
い
た
だ
く
「
災
害
時
協
力

井
戸
」
の
登
録
を
募
集
し
ま
す

の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
登
録
の
要
件
＝
▽
災
害
時
に

付
近
の
方
に
井
戸
水
を
生
活
用

水
と
し
て
提
供
で
き
る
こ
と
。

▽
井
戸
水
汲
み
揚
げ
用
の
ポ
ン

プ
（
電
動
・
手
押
し
）
等
が
あ

る
こ
と
。
▽
井
戸
枠
な
ど
が
あ

り
安
全
で
あ
る
こ
と
。

▼
そ
の
他
＝
井
戸
の
設
置
場
所

や
利
用
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
、

保
健
所
で
調
査
を
行
い
、
応
募

状
況
や
地
域
の
状
況
な
ど
を
考

慮
し
て
登
録
井
戸
を
選
定
し
ま

す
。

▼
応
募
方
法
＝
井
戸
の
設
置
者

の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
（
電

話
番
号
等
）
及
び
普
段
の
井
戸

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
Ｅ
メ

ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
等
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
佐
野

保
健
所
衛
生
室
衛
生
課

〒
五
九
八
・
〇
〇
〇
一

泉
佐
野
市
上
瓦
屋
五
八
三
・
一

薀
磔
９
６
８
８
蕭
磔
９
６
８
０

e
-m
a
il:iz
u
m
isa
n
o
h
o
k
e
n
-

g02@
sbox.pref.osaka.jp
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

肺
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す

健
康
栄
養
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

麻
し
ん
と
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

「
災
害
時
協
力
井
戸
」

の
募
集
に
つ
い
て



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

５月　１日豸 
　　　～ 
５月１４日貍 

５月１５日豸 
　　　～ 
５月３１日貂 

交通弱者の意識の向上をめざして 
「春の交通安全運動」の一環行事 
として泉南警察署が行う、三世代 
にわたる交通安全教室を紹介。 

泉南市農業公園「花咲きファーム」 
の紹介と、そこで行われた子育て支 
援センターひだまりの出前保育の様 
子をご案内。 

親子三世代の 
交通安全教室 

花咲きファー 
ムで出前保育 

10

今年は、三寒四温の繰り返しで桜の開花時期が遅れましたが、市内各所（市民体育館前〔写真〕、新家種河神社、史跡海会寺
跡広場、堀河ダム等）でようやく満開の時期を迎えました。
桜は日本の心といった言われ方をする事がありますが、実際、眺めてみると本当に四季のある日本に生まれてきて良かった

と感じさせられます。四季を感じさせるものには、夏の太陽、秋の木枯らし、冬の雪、様々ありますが一番ゆったりと感じさ
せてくれるのが春の桜ではないでしょうか。日常の生活を急ぎ足で過ごされている皆さん、春くらいは少し歩みを休めて桜に
見入ってみる心のゆとりを持ってみるのもいいものではないでしょうか。 （４月１２日）

春の桜

スポーツを通じ視覚にハンディキャップを有する人々の
健康づくりや体力づくり、さらに仲間づくりを図ることに
より社会参加への一助となるべく行われた第３１回大阪府
フロアバレーボール大会において、見事優勝された泉南キ
ッズチームがその喜びを向井泉南市長に報告するために表
敬訪問しました。チームの皆さんは優勝の要因は、チーム
が一丸となって試合に臨んだことだとチームワークのすば
らしさを熱心に語ってくれました。
また、障害者は家にひきこもりがちですが、積極的に屋

外に出てスポーツなどをしてほしいとも語ってくれました。
（３月１７日）

フロアバレーボール大会
優勝チームが市長を表敬訪問

23

布
団
で
一
服
‥
と
い
う
様
な

感
じ
で
寝
タ
バ
コ
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

全
国
で
死
者
の
発
生
し
た
住

宅
火
災
の
発
生
原
因
の
ワ
ー
ス

ト
１
が
タ
バ
コ
の
不
始
末
に
よ

る
も
の
で
す
。

着
火
物
で
は
布
団
、
座
布
団

や
寝
具
等
の
布
団
類
が
最
も
多

く
、
次
い
で
衣
類
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
寝
た
ば
こ
」

が
原
因
で
発
生
し
た
火
災
で
多

く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。
寝
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
が
怖
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど

人
が
寝
入
っ
た
頃
に
発
生
し
、

火
災
の
発
生
に
気
づ
く
の
が
遅

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

布
団
の
上
で
は
タ
バ
コ
を
吸

わ
な
い
。
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に

し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

愛
煙
家
の
皆
さ
ん
に
絶
対
に
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
最
低
限
の

ル
ー
ル
で
す
。

▼
た
ば
こ
の
注
意
点

盧
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い

盪
た
ば
こ
は
必
ず
灰
皿
の
あ
る

場
所
で
吸
う

蘯
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
等
の

喫
煙
は
家
族
が
付
き
添
う

盻
灰
皿
の
周
り
は
常
に
整
理
整

頓
し
て
お
く

眈
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
く

眇
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い

眄
寝
具
や
座
布
団
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
等
は
防
炎
品
を
使
う

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕

０
１
１
９
／h

ttp
:/
/
w
w
w
.

city.sennan.osaka.jp/̃sensy

ou/

）

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う
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オープンセレモニーにおいて、向井泉南市長を
はじめとする記念植樹が行われ、泉南市農業公園
「花咲きファーム」が堂々オープンしました。公園
には、春休みの土曜日ということもあって、ご夫
婦や家族連れの来園客が多数訪れ、チューリップ
摘み取り園では、まだ花を咲かしていないつぼみ
の状態で購入される方が沢山見られました。どん
な花をつけてくれるのか楽しみに待つ事も醍醐味
の一つかも知れませんね。他にも直売所では沢山
の方が列をなして花や野菜を求める姿を見ること
が出来ました。（摘み取り園及び直売所は４月１０
日をもって終了しました。）今後は１年間を通して
楽しめる公園として皆さんのお越しをお待ちして
おります。（火・水曜日は休園日） （４月２日）

泉南市農業公園

「花咲きファーム」オープン
社団法人ルンビニ園・西信達保育園において、

４月入園予定の８人の園児達の体験入園が行われ、
保護者達は熱心に保育の内容について保育士の
方々に質問し、有意義な交流会にもなりました。
入園児達は慣れない環境にはじめのうちこそ、あ
ちらこちらから泣き声が響きましたが、いつしか
保護者の元を離れ、在園児達と同じおもちゃを共
有し合う姿も見ることが出来ました。その仲介と
なったのがキッズいわきぱふから発売されている
ヨーロッパのおもちゃで、ルンビニ園ではおもち
ゃの買い換え時期に際し、発想一つで色々な遊び
方が可能で園児の年齢を問わず親しむことの出来
るこの木製玩具を取り入れ、情操教育の一環に取
り入れているようです。 （３月２４日）

西信達保育園体験入園交流会
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春の訪れとともに岡田浦漁港の砂浜で

は日本最大級２５０メートルの地引網体

験（写真上段）がはじまります。日頃は、

体験できない漁業体験を子どもも大人も

楽しむことができます。どんな魚が入っ

ているのかドキドキしながら一生懸命引

っ張り上げた網の中には、日頃お魚屋さ

んやスーパーでしか見ることができない

魚がたくさん入っています。水槽に移さ

れた魚（写真下段）を間近に見て子ども

も大人も大歓声。

興味津々の子どもたちはさっそくタコ

やフグ、さらにはコバンザメに触れよう

と水槽に落ちんばかりに身を乗り出して

います。

漁師さんたちとのふれあいをとおして、

魚を見て、触れてもっともっと魚の良さ

を知ってみませんか。

また、あまり知られていませんが、５

月の中旬には地引網を楽しむこの砂浜に

は、薄ピンク色のハマヒルガオ（写真中

段）が一面に咲きみだれ、日頃は白い海

岸もこの時ばかりは美しくピンク色に彩

られます。浜風に気持ちよさそうに揺れ

る花を見ていると、心が休まります。散

歩の途中に覗いてみてはいかがですか。

岡田浦地引網体験　　

▼期間＝４月１日～１０月３１日の日・

祝日のみ

▼問合せ＝岡田浦漁業協同組合

薀祚２１２１

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （５／１２回）
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